 (
６
．
アシストカード
)



 (
アシストカードとは
　　
学習活動における生徒のつまずきを予想し，支援するために作成したものが「アシストカード」です。「アシストカード」には，下に示した
四
種類のものがあります。単元の学習活動を始めるに当たり，このカードを用いて事前学習を行います。カードは，ノートに貼付したり，ラミネートシートで加工したりして，授業では常に携帯し活用できるようにしておきます。
)





[image: ] (
◆
学習の流れがみえるアシストカード
課題解決学習の過程を，「課題をつかもう（課題設定）」「答えを予想して確かめよう（仮説立案と検証）」「交流して深めよう（交流と再構築）」「発展させよう（一般化と発展）」の四つで表し，それぞれのプロセスで行う学習活動の内容と留意事項を示しました。課題解決のプロセスを理解することで，課題の自力解決を図ります。
)





 (
◆
課題解決の方法がみえるアシストカード
このカードは，資料を読み取り，情報を解釈して，自分の考えを文章で論述する際に活用します。二枚を両面印刷し，ラミネートしておくと便利です。
「いろいろな資料を読み取ってみよう！」は，写真やグラフ，主題図を資料として情報を収集する際に，注目すべきポイントの見つけ方について示しています。「考えよう！まとめよう！」は，資料から読み取った情報を基に仮説を立てて検証する際に，自分の考えを，根拠を明らかにしながら文章で論述するポイントを示してあります。これらの活用により，学習の自立をうながします。
)
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◆思考の過程がみえるアシストカード
課題解決学習において，「何に注目したのか」「どのような情報を得たのか」「そこからどのようなことを考えたのか」「他の生徒の意見を聞いて，自分の考えはどのように変わったのか」という思考の過程を，学習活動の流れに沿って記述できるノートの形式を，ノート作りのポイントとともに示しました。特に，キーワードを書き留めておく「気付きメモ」の活用は，説明や論述を行う上で重要です。
)
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 (
◆課題設定の方法がみえるアシストカード
学習課題の三つのステップに基づいた課題設定の方法について，具体例を挙げて示しました。「どのような」「なぜ」「どうすれば」という学習課題の形を意識して，課題づくりに取り組むことができるように作成してあります。生徒自らが学習課題を設定し追究する授業を行うことは，生徒の課題発見力を高め，主体的・意欲的に課題解決学習に取り組む態度を育む上で重要です。
)






 (
学習の流れがみえる
アシストカード
) (
基本的な学習の進め方を知ろう（課題解決学習）
)


 (
社会で起こった出来事について，自分で考えて適切に判断できる力を身に付ける。
) (
学習のねらい
)


 (
めざす姿
) (
◎二つ以上の情報を資料から読み取り，ノートに書いている。
) (
◎適切な資料を選び，必要な情報を読み取っている。
) (
◎自分の意見を，根拠を示しながら具体的に説明している。
) (
◎必要な知識を身に付け，説明や論述のときなどに使っている。
)
 (
◎
課題の答えを予想
して（これを「
仮説を立てる
」という），それが正しいかどうか，
適切な資料を選び，そ
れ
を使って確かめる
（これを「
検証する
」という）。
　
☞
仮説が正しくないと思われる場合は，資料を見ながら修正していきます。
) (
＜交流して深めよう（
知識の再構築
）＞
) (
＜答えを予想して確かめよう（
仮説
，
検証
）＞
) (
＜発展させよう（
一般化，発展
）＞
) (
◎他の人の意見を聞いて，いろいろなものの見方や考え方（これを「
多面的・多角的な見方や考え方
」という）があることを知る。
◎
他の人の意見を参考に
して，自分の考えを見直し，
ものの見方や考え方を広げたり深めたり
する（これを「
知識の再構築
」という）。
　
☞
資料や他の人の意見から気付いたいろいろな事柄については，メモしておきま
しょう。自分の意見が変わったら，理由を付けて書いておきましょう。
) (
学習の進め方
) (
◎
学習課題（解決していかなければならない問題）は何かを把握
する。
　
☞
課題は先生が示す場合もあれば，自分で見つける場合もあります。
) (
◎
手に入れた知識を，他の場面に当てはめて確認
したり
まとめ
たりする（これを「
一般化
」という）。
◎授業を通じて
新たに生まれた疑問をあげ，学習課題をつくる
。単元のまとめで行う追究の時間には，この疑問や課題をもとに，
価値判断や意思決定をする学習課題を自分たちでつくる
（これを「発展」という）。
　
☞
「気付きメモ」に書いた情報も，ヒントにしましょう。
) (
＜課題をつかもう（
学習課題の設定
）＞
)


























 (
＜知識・理解＞
) (
＜資料活用の技能＞
) (
＜思考・判断・表現＞
) (
＜関心・意欲・態度＞
)
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 (
課題解決の方法がみえる
アシストカードⅡ
) (
考えよう！まとめよう！
)

 (
学習課題を解決するためには，課題の答えを予想し，その裏付け（根拠）となる情報を示さなければなりません。裏付けとなる情報は，地図や写真，グラフや表といった，さまざまな資料から読み取ることができます。次にあげるのは，資料から情報を読み取り，自分の考えをまとめるためのポイントです。
◎課題解決のために，適切な資料・情報を集めること
　⇒必要な情報は何か。その情報を手に入れるために適切な資料は何か。
◎情報を正確に読み取り，その意味を考えること
　⇒その情報が，本当に自分の考えの裏付け（根拠）となるものか。
◎複数の資料・情報で確認すること
　⇒裏付けとなる情報が，本当に正しいか。
◎資料・情報の出典を明らかにすること
　⇒書籍の題名，著者名，出版社名，発行年，ページ。ｗｅｂならタイトルとアドレス。
下は，「
この写真の地域の気候の特色は，どのようなものでしょう
」という学習課題に取り組む例です。これを参考にして，自分の手で学習課題を解決しましょう。※出典については，省略してあります。
)










 (
その１　情報を読み取る：学習
課題に関係の深そうな
こと
を
あげる
。
)

 (
＜気付いたこと，思い付いたこと＞
　①家の床が高い。
　②家に壁がない。
　③薄着で笠をかぶっている。
　④屋根の傾斜が急である。
)[image: タイ1]






 (
その２　仮説を立てる：集めた
情報
の意味を考え，答えを予想する。
)
 (
　　
＜情報＞　　　　　＜意味＞
「家の床が高い」→湿気が多い，雨が多い
「家に壁がない」→風通しが良い
「薄着で笠をかぶっている」→気温が高い
「屋根の傾斜が急である」→雨が多い
　
)
 (
＜予想＞
1年中気温が高くて雨が多いのでは？
)



 (
その３　
検証する
：
自分の仮説が正しいかどうか，
複数の資料で
確かめ
る
。
)

 (
＜気付いたこと，思い付いたこと＞
　①年平均気温が28.9度と高い。
②年間の気温変動が少ない。
　③年降水量が1653.1mmと多い。
　④雨がよく降る時期と，あまり降ら
ない時期がある。
)[image: bangkok2010] (
写真の場所は，タイの
バンコクなので，右のよ
うなバンコクの雨温図を
地図帳などから探し，こ
れを用いて気候の特色を
確認する。
)



 (
バンコクの雨温図
)
 (
その４　まとめる：
仮説
を「自分の意見」として文章化する
。
)
 (
　
◎「読み取った情報」を「根拠」として，仮説を文章にまとめる。
　◎文型としては「～だと考える。理由は～だからである。」となる。
例）「この地域は1年を通して気温が高く，雨が大量に降る時期と，あまり降らない時期にわかれると考える。
理由は，
写真では家の床の位置が高く，壁がなく，屋根の傾斜が急で，住民は薄着で笠をかぶっていることから高温多雨であることが読み取れ，雨温図では年平均気温が28.9度で変化がほとんどなく，年降水量が多く雨が良く降る時期とあまり降らない時期があることが読み取れる（根拠）
からである。」
)





 (
思考の過程
がみえる
アシストカード
) (
ノートの形式について
)


◎課題解決学習を行う授業のときには，下のような形でノートを作りましょう。
＜ノート作りのポイント＞
　　その１）教科書の本文や，地図・グラフ・写真・表などから気付いたこと，読み取ったことは，
キーワード（単語）やキーセンテンス（短い文）で，できるだけたくさん「気付き
メモ」に書き込みましょう。
　　その２）最初から予想できない場合は，先にいろいろな資料を見て「気付きメモ」を作り，
その情報から考えてみましょう。
　　その３）「自分の意見」と「根拠」は，必ず書きましょう。他の人の意見を聞いて自分の意
見を変更する場合は，元の意見を残したままで変更した意見を書きましょう。
　　その４）黒板を写すだけでなく，他の人の意見から気付いたことは「班内の意見から」や，
「各班の意見から」に書き留めておきましょう。
 (
タイトル
，
本時の目標
，気付きメモは事前に書いておく
)
 (
自分と違う意見を書く
)
 (
一般化した
知識
を書く
) (
今日の学習で学んだことを，自分の言葉で書く
) (
授業を通して生まれた新たな疑問を基に，学習課題を考えて書く
) (
〈班内の意見から〉
　・
　・
〈
変更した自分の意見
〉
　○
〈
班としての意見
〉
　
○　～　だと考える。理由は　～　だからである。
〈各班の意見から〉
　・
　・
［
一般化
］
《新たな疑問
と
課題》
疑問
　・
《学習課題》
　◎
) (
気付いたことや質問したいことを書く
) (
第3章　世界の諸地域　第2節　ヨーロッパ州
【ヨーロッパの自然】
本時の目標
　◎資料を用いてヨーロッパの地形や気候の
特色を理解し，説明する。
学習課題
　ニースは札幌より北にあるのに，なぜ札幌より暖かいのだろう？
〈根拠
1
〉
[根拠となる資料]
　
○教科書p.□　→　～　
（資料から読み取った情報）
　　　　　　　　　　
～　
（資料から読み取った情報）
〈自分の
予想
〉
　○
〈根拠
2
〉
[根拠となる資料]
　○地図帳p.□　→　～　（資料から読み取った情報）
　　　　　　　　　　～　（資料から読み取った情報）
［
自分の意見
］
○　～　だと考える。理由は　～　だからである。
)


 (
変更した意見を書く
できれば理由も書く
)
 (
課題を書く
) (
予習で下線を引いたキーワードを書く
資料を調べて気付いたことや思い
付いた
こと
も
メモする
) (
気付きメモ
（キーワード）
) (
裏付けとなる資料と読み取った情報を書く
) (
これが「仮説」
) (
裏付けとなる別の資料と読み取った情報を書く
) (
学習課題を書く
)













 (
【学習の
振り返り
】
)







 (
仮説を「
自分
の意見」としてまとめる
)

 (
課題設定の方法
がみえる
アシストカード
) (
学習課題のつくり方
)


「学習課題」とは？
　　私たちは，普段生活していて疑問に思うことや判断に迷うことがあります。例えば「100円
ショップでは，なぜあんなに安く商品を売ることができるのだろう？」とか「どちらの道を選
べば，より早く目的地に着けるのだろう？」というものです。同じように，学習活動を進めて
いく上でも，学習内容に関わった疑問や迷いが生まれてきます。これを「学習課題」とよびます。

学習課題をつくろう！
　　私たちが買い物をするとき，商品の形・色・機能などを調べ，購入するかどうかを決めるこ
とが多いのではないでしょうか。この場合，「何を調べたり考えたりする必要があるのかを明
らかにする」ことが，よりよい選択につながります。この「何を調べたり考えたりする必要が
あるのかを明らかにする」ことを「課題をつくる」といいます。
授業には，学習の目標（ねらい）があります。その目標（ねらい）は，学習課題を解決する
ことで達成することができます。 (
日本とアジアの国々が協力し，豊かな国民生活を確立するためには，どうすればよいだろうか。
) (
（「発展
」でつくった課題
）
　
中国では，
どうすれば経済格差をなくしていくことができるのだろう。
) (
（教科書で確認した情報）
　近年，日本の企業はアジアの国々への進出を強め，日本へ働きに来るアジアの人々も増加している。
) (
（ねらい）
アジア各国と日本の関係を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。
)つまり，目標（ねらい）を達成するためには，よりよい学習
課題をつくることが重要です。

（１）よりよい学習課題をつくるには？
　　　よりよい学習課題をつくるためには，「何を調べたり考えたりするか」によって，学習課
題がどのような形になるのかを知っておく必要があります。それをまとめたものが，次の表
です。
	
	学習課題の内容
	主な学習課題の形

	ア
	事実について知る
	どのように（過程），どのような（特色）

	イ
	事実の背景にある原因や理由を考える
	なぜ（原因），どうして（理由）

	ウ
	どうすればよいか判断する
	どうすれば・どちらが（価値判断），自分なら（意思決定）

	エ
	ア～ウ以外
	～を調べよう（検索），～をまとめよう（作業）



（２）学習課題のつくり方は？
①普段の授業の「発展」のプロセスでつくる例
　　　　学習した内容に関わる疑問から，いろいろな形の学習課題をつくります。
 (
経済格差って何？
) (
どうして格差が生まれたの？
) (
中国国内では経済格差が拡大している。
) (
これから中国はどうなるの
？
) (
なぜ経済格差は生まれたのだろう。
) (
どうすれば，経済格差をなくせるのだろう。
) (
疑問
) (
学習課題
) (
学習内容
) (
経済格差とはどのようなものだろう。
)








②「追究」の授業の「課題設定」のプロセスでつくる例
　　　　「授業の目標（ねらい）」「資料（教科書，地図帳など）から確認した情報」を基にして，
「発展」でつくった学習課題を参考にし，各自で「学習課題ウ（価値判断や意思決定が必
要な学習課題）」の形の学習課題をつくります。
 (
アジア各国と日本の関係を理解し，適切な資料を用いて現在の課題について追究する。
) (
近年，日本の企業はアジアの国々への進出を強め，日本へ働きに来るアジアの人々も増加している。
) (
どうすれば，
日本とアジアの国々が協力して，経済発展していくことができるのだろう。
) (
学習課題
) (
目標（ねらい）
) (
資料で確認した情報
)






※より考えを深めることができるような学習課題をつくりましょう。
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      「学習課題」とは？     私たちは，普段生活していて，疑問に思うことや判断に迷うことがあります。例えば，「 100 円 ショップでは，なぜあんなに安く商品を売ることができるのだろう？」とか「どちらの道を選べば， より早く目的地に着けるのだろう？」というものです。 同じように ，学習活動を進めていく上でも ， 学習内容に関わった疑問や迷いが生まれてきます。 これを「学習課題」とよびます。     学習課題をつくろう！     私たちが買い物をするとき，商品の形 ・ 色 ・ 機能 など を調べ，購入するかどうかを決め ることが 多いのではないでしょう か 。 この場合， 「 何を調べたり考えたりする必要があるのかを明らかにす る 」 こと が ，よりよい選択 につながります 。 この「 何を調べたり考えたりする必要があるのかを明 らかにする 」 こと を 「課題を つくる 」と いいます 。   授業には， 学習 の目標（ねらい）があります。その目標（ねらい）は，学習課題を解決すること で達成 することができます 。 つまり，目標（ねらい）を達成するためには， よりよい 学習課題をつ くることが重要 です 。     （１） よりよい 学習課題 をつくるには ？       よりよい 学習課題をつくるためには，「何を調べたり考えたり するか」によって学習課題がど のような形になるのかを知っておく必要があります。 それをまとめたものが，次の表です。  

 学習課題の内容  主な 学習課題の形  

ア  事実について知る  どのように（過程），どのような（特色）  

イ  事実の背景にある原因や理由を考える  なぜ（原因），どうして（理由）  

ウ  どうすればよいか 判断する  どうすれば・どちらが（価値判断），自分なら（意思決定）  

エ  ア～ウ以外  ～を調べよう（検索），～をまとめよう（作業）  

  （２） 学習課題 のつくり方は？   ① 普段の授業の 「発展」 のプロセス でつくる 例        学習した内容に関わる疑問から， いろいろ な形の 学習課題をつくります。                   ②「追究」 の授業の「課題設定」のプロセスで つくる例        「授業の 目標（ ねらい ） 」「資料（教科書，地図帳など）から確認した情報」を基に，「発展」   でつくった学習課題を参考にして， 各自で「 学習課題ウ（価値判断や意思決定が必要な学習課   題） 」 の形の学習課題をつくります。                     ※ より考えを深めることができるような学習課題 をつくりましょう。  

（ねらい）   アジア各国と日本の関係を理解し，適切な資料 を用いて現在の課題について追究する。   （教科書で確認した情報）     近年，日本の企業はアジアの国々への進出 を強め，日本へ働きに来るアジアの人々も増 加している。  

（「発展 」でつくった課題 ）     中国では， どうすれば経済格差をなくしていく こと ができるのだろう。  

日本とアジアの国々が協力し，豊かな国民生活を確立するためには，どうすればよいだろうか。  

中国国内では経済格差 が拡大している。  

経済格差って何？  

どうして格差が生まれたの？  

これから中国はどうなるの ？  

学習内容   疑問  

経済格差とはどのようなものだろう。  

なぜ経済格差は生まれたのだろう。  

どうすれば，経済格差をなくせるのだ ろう。  

学習課題  

目標（ねらい）  

アジア各国と日本の関 係を理解し，適切な資料を 用いて現在の課題につい て追究する。  

資料で確認した情報  

近年，日本の企業はアジ アの国々への進出を強め， 日本へ働きに来るアジア の人々も増加している。  

学習課題  

どうすれば， 日本とアジアの国々が 協力して，経済発展していくことが できるのだろう。  

学習課題のつくり方  

課題設定の方法 がみえる   アシストカード  
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いろいろな資料を読み取ってみよう！  

その ３ ： 主題図  

＜ポイントの見つけ方＞     点の集まっているところに注目 しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     数値の高い線が囲むところに注 目しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     大きな図形があるところに注目 しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     濃い色でぬられているところに 注目しよう。  

点で示した地図（ドットマップ）  

線で示した地図（等値線図）  

図で示した地図（図形表現図）  

地域ごとの色で示した地図（階 級区分図））  

 

降水量   未満   50   100   200   300   400 以上   (mm)  

＜東南アジアの 7 月の降水量＞  

400  

3 00  

2 00  

 

ミャンマー  

ラオス  

タイ  

カンボジア  

ベトナム  

マレーシア  

インドネシア  

フィリピン  

米の生産量（万ｔ）  

… 6000  

… 200  

1624  

238  

5716  

3594  

673  

3210  

271  

315  

＜国別の米の生産量＞  

 

1 人あたりの小麦の消費量  

40kg 以上  

20kg 未満  

20 ～ 40kg  

＜ 1 人あたりの小麦の消費量＞  

 

米の分布   （１点５万ｔ）  

＜東南アジアの米の分布＞  

その１：写真  

＜ポイントの見つけ方＞     ①自然（植物，動物，地形など）に注目     ②衣服，食事，住居に注目     ③時間，場所に注目     → まず，気付いたこと，思い付いたことを，   できるだけたくさんあげてみよう。  

課題解決の方法がみえるアシストカード Ⅰ  

その ２ ： グラフ  

円グラフ   帯 グラフ   棒 グラフ   折れ線 グラフ  

＜ポイントの見つけ方＞     ①数字を正確に読み取ろう。特に，単位（～％，～千円，～万人など）   に気を付けよう。     ②大きな数字や変化の大きなところに注目しよう。     ③２つ以上で比べてみよう。（例：年ごと，国ごと，都道府県ごとなど）   ④「棒グラフ」「折れ線グラフ」については，次のことを確認しよう。      ・基本要件→タイトル，出典，年度，縦軸，横軸      ・形→右上がり，右下がり，平坦，山型，谷型  

雨温図 （棒＋折れ線）  
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比較してみよう！  

変化に 注目！  

右 下がりグラフ  

山型 グラフ  

実際の様子を 表した資料  

農業生産量などの数 を 表した資料  

人口分布などを図で表した資料  

何を表したもの？  

単位は 何？  
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  社会で起こった出来事について，自分で考えて適切に判断できる力を身に付ける。  

基本的な学習の進め方を知ろう（課題解決学習）  

学習のねらい  

学習の進め方  

めざす姿  

  ◎２つ以上の情報 を資料から読み 取り，ノートに 書いている。     ◎自分の意見を， 根拠を示しなが ら具体的に説明 している。     ◎適切な資料を選 び，必要な情報 を読み取ってい る。     ◎必要な知識を身 に付け，説明や 論述などのとき に使っている。  

＜関心・意欲・態度＞  

＜ 思考・判断・表現 ＞  

＜ 資料活用の技能 ＞  

＜ 知識・理解 ＞  

  ◎ 学習 課題（解決していかなければならない問題）は何かを把握 する。     ☞ 課題は先生が示す場合もあれば，自分で見つけ る 場合もあります。  

＜課題をつかもう（ 課題の設定 ）＞  

  ◎ 手に入れた知識を，他の場面に当て はめて確認 する （これを「 一般化 」という）。   ◎授業を通じて 新たに生まれた疑問や課題 をあげる。単元のまとめで行う追究の時 間には，この疑問や課題をもとに， 価値判断や意思決定をする学習課題を 自分た ちでつくる （これを「発展」という）。     ☞「気付きメモ」に書いた情報も，ヒントにしましょう。  

＜発展させよう（ 一般化 ，発展 ）＞  

  ◎ 課題の答えを予想 して（これを「 仮説を立てる 」とい う），それが正しいかどう か，いろいろな 資料を使って確かめる （これを「 検証する 」という）。     ☞ 仮説が正しくないと思われる場合は，資料を見ながら修正していきます。  

＜答えを予想して確かめよう（ 仮説 ， 検証 ）＞  

  ◎他の人の意見を聞いて，いろいろなものの見方や考え方（これを「 多面的・多角 的な見方や考え方 」という）があることを知る。   ◎ 他の人の意見を参考に して，自分の考えを見直し， ものの見方や考え方を広げた り深めたり する （これを「 考えの再構築 」 という）。     ☞ 資料 や他の人の意見から 気付いたいろいろな事柄については，メモしておきま   しょう。 自分の意見が変わったら，理由を付けて書いておきましょう。  

＜交流して深めよう（ 考えの再構築 ）＞  

学習の流れがみえる   アシストカード  
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いろいろな資料を読み取ってみよう！  

その ３ ： 主題図  

＜ポイントの見つけ方＞     点の集まっているところに注目 しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     数値の高い線が囲むところに注 目しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     大きな図形があるところに注目 しよう。  

＜ポイントの見つけ方＞     濃い色でぬられているところに 注目しよう。  

点で示した地図（ドットマップ）  

線で示した地図（等値線図）  

図で示した地図（図形表現図）  

地域ごとの色で示した地図（階 級区分図））  
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20kg 未満  

20 ～ 40kg  

＜ 1 人あたりの小麦の消費量＞  

 

米の分布   （１点５万ｔ）  

＜東南アジアの米の分布＞  

その１：写真  

＜ポイントの見つけ方＞     ①自然（植物，動物，地形など）に注目     ②衣服，食事，住居に注目     ③時間，場所に注目     → まず，気付いたこと，思い付いたことを，   できるだけたくさんあげてみよう。  

課題解決の方法がみえるアシストカード Ⅰ  

その ２ ： グラフ  

円グラフ   帯 グラフ   棒 グラフ   折れ線 グラフ  

＜ポイントの見つけ方＞     ①数字を正確に読み取ろう。特に，単位（～％，～千円，～万人な ど）   に気を付けよう。     ②大きな数字や変化の大きなところに注目しよう。     ③２つ以上で比べてみよう。（例：年ごと，国ごと，都道府県ごとなど）   ④「棒グラフ」「折れ線グラフ」については，次のことを確認しよう。      ・基本要件→タイトル，出典，年度，縦軸，横軸      ・形→右上がり，右下がり，平坦，山型，谷型  

雨温図 （棒＋折れ線）  
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考えよう！まとめよう！  

＜気付いたこと，思い付いたこと＞     ①家の床が高い。     ②家に壁がない。     ③薄着で笠をかぶっている。     ④屋根の傾斜が急である。  

その１   情報を読み取る：学習 課題に関係の深そうな こと を あげる 。  

その２   仮説を立てる：集めた 情報 の意味を考え，答えを予想する。  

  ◎「読み取った情報」を「根拠」として，仮説を文章にまとめる。     ◎文型としては「～だと考える。理由は～だから である。 」となる。   例）「この地域は 1 年を通して気温が高く，雨が大量に降る時期と，あまり降らない時期にわかれる と考え る。 理由は， 写真では 家 の 床の位置が高く，壁がなく，屋根の傾斜が急で， 住民は 薄着で笠をかぶっている ことから高温多雨であることが 読み取れ ，雨温図では年平均気温が 28.9 度で 変化がほとん どなく，年降水 量が多く雨が良く降る時期とあまり降らない時期があることが読み取れる （根拠） から である 。」  

その３   検証する ： 自分の仮説が正しいかどうか， 複数の資料で 確かめ る 。  

写真の場所は，タイの   バンコクなので，右のよ   うなバンコクの雨温図を   地図帳などから探し，こ   れを用いて気候の特色を   確認する。   ＜気付いたこと，思い付いたこと＞     ①年平均気温が 28.8 度と高 い。   ②年間の気温変動が少ない。     ③年降水量が 1653.1 mm と多い。     ④雨がよく降る時期と，あまり降ら   ない時期がある。  

課題解決の方法がみえる   アシストカード Ⅱ  

学習課題を解決するためには，課題の答えを予想し，その裏付け（根拠）となる情報を示さなければなり ません。裏付けとなる情報は，地図や写真，グラフや表といった，さまざまな資料から読み取ることができ ます。次にあげるのは，資料から情報を読み取り，自分の考えをまとめるためのポイントです。   ◎課題解決のために，適切な資料・情報を集めること     ⇒必要な情報は何か。その情報を手に入れるために適切な資料は何か。   ◎情報を正確に読み取り，その意味を考えること     ⇒その情報が，本当に自分の考えの裏付け（根拠）となるものか。   ◎複数 の資料・情報で確認すること     ⇒裏付けとなる情報が，本当に正しいか。   ◎ 資料・情報の 出典を明らかにすること     ⇒書籍の題名，著者名，出版社名，発行年，ページ。ｗｅｂならタイトルとアドレス。   下は，「 この 写真の 地域の気候の特色 は，どのようなものでしょう 」という学習課題に取り組む例です。 これを参考にして，自分の手で学習課題を解決しましょう。 ※出典については，省略してあります。  

   ＜情報＞       ＜意味＞   「家の床が高い」→湿気が多い，雨が多い   「家に壁が ない」→風通しが良い   「薄着で笠をかぶっている」→気温が高い   「屋根の傾斜が急である」→雨が多い      

＜予想＞   1 年中気温が高くて雨が多いのでは？  

バンコクの雨温図  

その４   まとめる： 仮説 を 「自分の意見」として 文章化する 。  


